
２０１２年２月１６日 

明治安田生命 

２０１２－２０１３年度経済見通しについて 

～ 欧州債務問題の不透明感は残るが、国内景気は復興需要が下支え ～ 

  

 明治安田生命保険相互会社（執行役社長 松尾 憲治）は、２０１１年１０－１２月期のＧＤＰ速

報値の発表を踏まえ、２０１２－２０１３年度の経済見通しを作成いたしました。 

  主要なポイントは以下のとおりです。 

 

１．日本のＧＤＰ成長率予測  

実質ＧＤＰ成長率： ２０１２年度 ２．１％  ２０１３年度 １．４％ 

名目ＧＤＰ成長率： ２０１２年度 １．５％  ２０１３年度 １．０％ 

 

２．要 点 

①2012年度の日本経済は、欧州債務危機の動向が引き続き大きなリスク要因として残るものの、

震災からの復興需要などにけん引され、内需主導で緩やかな回復基調が続くと予想する。春以

降は中国をはじめとする新興国の景気が徐々に持ち直してくる可能性が高く、外需も次第に上

向くとみている。 

②個人消費は、雇用・所得環境の緩やかな改善が見込まれるものの、増税懸念などが足かせとな

り、緩慢な回復にとどまろう。住宅投資は一連の住宅取得支援策や復興需要により、基本的に

は回復基調が続く。設備投資は復興需要に加え、企業の設備過剰感の緩和などから、緩やかな

回復傾向が続くと予想。公共投資は政府の震災対策により大幅に増加しよう。 

③2013年度は、復興需要による押し上げ効果は一巡するものの、世界経済の成長にけん引される

形で、日本経済も回復基調を維持すると予想する。 

 

 

〈主要計数表〉 

 2011年度 2012年度 2013年度 

  2011/11時点  2011/11時点  2011/11時点

実質成長率 ▲０．５％ ０．４％ ２．１％ ２．０％ １．４％ １．５％

成長率寄与度・内需 

      ・外需 

０．５％ 

▲１．０％ 

１．２％

▲０．８％

１．８％

０．４％

１．８％

０．２％

０．９％ 

０．５％ 

１．０％

０．５％

名目成長率 ▲２．３％ ▲１．５％ １．５％ １．５％ １．０％ １．３％
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